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伝
統
文
化
や
ご
自
身
の
体
験
に
よ

る
舞
妓
の
世
界
に
つ
い
て
の
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
華
麗
で
優
雅
な
舞
の
披

露
も
あ
り
、
参
加
者
か
ら
は
「
舞

妓
さ
ん
と
間
近
で
会
え
る
機
会
が

あ
っ
て
う
れ
し
い
」、「
世
代
間
交

流
で
地
域
に
一
体
感
が
生
ま
れ

る
」
と
い
っ
た
声
が
多
く
寄
せ
ら

れ
、
世
代
を
越
え
て
近
所
付
き
合

い
が
深
ま
っ
た
貴
重
な
セ
ミ
ナ
ー

と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
講
座
で
出
さ
れ

た
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
感
想
は
、

３
月
22
日
に
凌
風
小
学
校
で
行
わ

れ
る
「
エ
コ
・
デ
ジ
タ
ル
シ
ア

タ
ー
」
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
上
映

さ
れ
ま
す
。

２
月
22
日
、
地
域
交
流
セ
ミ

ナ
ー
が
京
都
テ
ル
サ
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

「
よ
う
こ
そ
お
茶
屋　

新
千
本
」

と
題
し
た
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
に

は
、
新
千
本
十
条
に
お
住
ま
い
の

お
年
寄
り
か
ら
学
生
ま
で
約
40
名

が
参
加
。
講
師
に
招
か
れ
た
宮
川

町
の
舞
妓
さ
ん
か
ら
、
京
都
の

優　

勝 

西
村
和
子（
唐
橋
）

準
優
勝 

田
中
市
子（
九
条
）

第
三
位 

大
垣
絹
子（
唐
橋
）

２
月
22
日
、
南
区
循
環
型
社
会

推
進
会
議
に
よ
る
「
み
な
み
ち

び
っ
こ
エ
コ
ひ
ろ
ば
」
が
、
イ
オ

ン
モ
ー
ル
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
”
お
も
ち
ゃ“
を
持
ち

寄
っ
て
交
換
す
る
「
か
え
っ
こ
バ

ザ
ー
ル
」
に
多
く
の
親
子
が
来
場
。

持
参
し
た
お
も
ち
ゃ
な
ど
で
交
換

用
の
ポ
イ
ン
ト
を
も
ら
っ
た
子
ど

も
た
ち
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
欲

し
い
お
も
ち
ゃ
を
探
し
、
大
人
も

一
緒
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
行
政
機
関
や
株
式
会
社

堀
場
製
作
所
に
よ
る
エ
コ
に
関
す

る
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
も
大
い
に

賑
わ
い
、
子
ど
も
た
ち
は
物
を
大

切
に
使
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

２
月
23
日
、
第
44
回
南
区
民
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
が
ス
ー
パ
ー
ボ
ウ

ル
吉
祥
院
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
各
学
区
か
ら
選
抜
さ

れ
た
総
勢
120
名
が
参
加
。
力
と
技

の
こ
も
っ
た
投
球
で
参
加
者
は
高

得
点
を
連
発
し
、
会
場
は
大
い
に

沸
き
上
が
り
ま
し
た
。

３
ゲ
ー
ム
の
合
計
点
数
を
競
っ

た
結
果
、
団
体
の
部
で
は
唐
橋
体

振
が
優
勝
を
手
に
し
ま
し
た
。

【
団
体
の
部（
上
位
６
名
の
合
計
）】

優　

勝 

唐
橋
体
振　

準
優
勝 

久
世
体
振　

第
三
位 

吉
祥
院
体
振　

【
個
人
の
部（
敬
称
略
）】

<

男
子>

優　

勝 

高
杉
成
一（
唐
橋
）

準
優
勝 

越
野
寿
成（
吉
祥
院
）

第
三
位 

川
村
稔（
東
和
）

<

女
子>

２
月
２
日
、
市
体
育
振
興
会
連

合
会
創
立
60
周
年
記
念
の
市
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
が
ス
ー
パ
ー
ボ
ウ
ル

吉
祥
院
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
南
区
か
ら
選
り
す
ぐ

り
の
男
女
合
わ
せ
て
10
名
が
出

場
。
そ
れ
ぞ
れ
が
持
て
る
力
を
発

揮
し
て
ス
ト
ラ
イ
ク
や
ス
ペ
ア
を

連
発
し
、
南
区
が
最
も
高
い
総
合

得
点
で
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

【
出
場
者
の
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）】

大
田
外
次
（
久
世
）、
久
保
忠
男

（
久
世
）、
小
林
清
史
（
唐
橋
）、

佐
野
弘
子
（
唐
橋
）、
庄
則
安

（
上
鳥
羽
）、
田
中
市
子
（
九
条
）、

栂
尾
陽
子（
南
大
内
）、
西
村
和
子

（
唐
橋
）、
野
呂
貞
之
（
祥
豊
）、

森
千
鶴
子（
久
世
）

化
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
セ
ミ

ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

２
月
１
日
と
２
日
に
、
南
少
年

補
導
委
員
会
に
よ
る
「
第
５
回
南

区
子
ど
も
書
道
展
」
が
区
役
所

ホ
ー
ル
等
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
吉
祥
院
天
満
宮

で
約
30
年
続
い
た
小
中
学
校
の
書

初
め
展
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
実

施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
の
書
道
展
に
は
約
２
５
０
０

点
も
の
作
品
が
集
ま
り
、
子
ど
も

た
ち
の
力
作
を
一
目
見
よ
う
と
多

く
の
家
族
連
れ
が
来
場
。
壁
一
面

に
並
ん
だ
力
強
い
作
品
に
感
嘆
の

声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
２
日
に
は
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
「
南
区
長
賞
」
を
は
じ
め

と
す
る
優
秀
賞
の
受
賞
者
と
、
特

選
、
佳
作
の
受
賞
代
表
者
の
30
名

の
皆
さ
ん
に
賞
状
等
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

南
消
防
団
は
区
民
の
皆
さ
ん

に
最
も
身
近
な
地
域
密
着
の
消
防

機
関
で
す
。
12
の
消
防
分
団
、
約

270
人
の
団
員
が
、
日
頃
か
ら
災
害

防
御
活
動
を
は
じ
め
、
各
家
庭
へ

の
防
火
指
導
や
地
域
の
巡
回
広
報

で
火
災
予
防
を
呼
び
掛
け
る
な

ど
、
日
夜
、
地
域
の
防
火
・
防
災

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

次
の
場
合
に
は
14
日
以
内
に
届
出
を
。

①
職
場
の
健
康
保
険
等
に
加
入
又
は
脱
退
し
た
と
き

②
市
外
か
ら
転
入
又
は
市
外
に
転
出
し
た
と
き

③
生
活
保
護
の
受
給
が
開
始
又
は
廃
止
に
な
っ
た
と
き

問
＝
保
険
年
金
課
（
☎
681
・
３
３
２
８
）

国
民
健
康
保
険
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く

ぼうさいぼうさいぼうさいぼうさいぼうさいぼうさいぼぼうさいぼうぼうさいうさいぼうさいさいさいぼうさいさいぼうさいぼうさいぼうさい
コーナーコーナー

京
都
市
ま
ち
の
美
化
推
進
事
業

団
で
は
地
域
の
団
体
、
企
業
、
住

民
の
方
々
と
と
も
に
清
掃
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
ち
の
美
化

を
進
め
る
た
め
、
あ
な
た
も
清
掃

活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
実
施
日
時
・
場
所
】

○
第
１
火
曜

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

油
小
路
北
部
地
域（
集
合
場
所
：

上
鳥
羽
鉾
立
公
園
北
角
・
久
世
橋

通
油
小
路
南
東
角（
２
か
所
））

【
入
団
は
随
時
受
付
中
】

　

消
防
団
が
管
轄
す
る
区
域
に

居
住
又
は
勤
務
し
て
い
る
健
康
な

18
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
入
団

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

災
害
か
ら
地
域
を
守
る
た
め
、

多
く
の
方
々
の
入
団
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

問
・

＝
南
消
防
署

（
☎
681
・
０
７
１
１
）

あ
な
た
の
力
を

地
域
の
た
め
に
！

消
防
団
員
を
募
集
中

　「狂犬病予防法」により、

生後91日以上の飼い犬は登録

（生涯に１度）と狂犬病予防注射

（年１回）が義務付けられています。大切な

愛犬のため、この機会にぜひ受けてください。

費用　登録と注射＝6,900円、注射のみ＝3,300円
※ 市内の動物病院でも予防注射を受けること

ができます。（京都市獣医師会会員の動物

病院では、登録手続きも併せて可能）

問＝衛生課（☎681-3578）

「
み
な
み
力
で
頑
張
る
！ 

区
民
応
援
事
業
」の
活
動
紹
介

南
区
役
所
か
ら
の
補
助
金
を
受
け
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す

１
月
31
日
と
２
月
５
日
に
、
食

育
セ
ミ
ナ
ー
「
京
の
ひ
な
ま
つ
り

ク
ッ
キ
ン
グ
」
を
南
保
健
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
公
募
の
区
民
約
30
名

や
食
育
指
導
員
等
の
方
々
が
参

加
。
管
理
栄
養
士
に
よ
る
京
の
食

文
化
や
行
事
食
な
ど
の
講
話
の

後
、
参
加
者
は
、
ば
ら
寿
司
、
京

せ
り
の
か
す
汁
、
壬
生
菜
と
切
干

大
根
の
あ
え
も
の
な
ど
、
ひ
な
ま

つ
り
に
ち
な
ん
だ
料
理
を
協
力
し

な
が
ら
楽
し
く
調
理
し
ま
し
た
。

食
欲
を
誘
う
香
り
が
立
ち
こ

め
る
中
、
料
理
の
試
食
が
始
ま

り
、
参
加
者
か
ら
は
「
京
野
菜
の

ほ
ろ
苦
さ
が
と
て
も
お
い
し
い
」

と
い
っ
た
声
が
あ
り
、
京
の
食
文

広
場
広
場

み
な
み
の

み
な
み
の

大
切
に
使
っ
て
い
た

お
も
ち
ゃ
を
と
り
か
え
っ
こ

み
な
み
ち
び
っ
こ
エ
コ

ひ
ろ
ば

食
育
セ
ミ
ナ
ー

「
京
の
ひ
な
ま
つ
り

ク
ッ
キ
ン
グ
」
を
開
催

子
ど
も
た
ち
の
力
作

が
勢
ぞ
ろ
い

南
区
子
ど
も
書
道
展

南
区
民
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
　
優
勝
は
唐
橋

体
育
振
興
会

登
録
・
予
防
注
射
の
日
程
（
雨
天
決
行
）

実施日【４月】 時　間 会　場
２日（水） 14:00～15:30  吉祥院小学校（西門）
３日（木） 14:00～15:30  大藪小学校（正門）
４日（金） 14:00～15:30  上鳥羽小学校（北門）
７日（月） 14:00～15:30  唐橋小学校（東門）
８日（火） 14:00～15:30  久世西小学校（正門）

９日（水） 14:00～15:00  南大内小学校（南門）
15:30～16:00  九条弘道小学校（東門）

10日（木） 14:00～15:00  祥栄小学校（北門）

11日（金） 14:00～15:00  元陶化小学校（東門）
15:30～16:30  九条中学校（正門）

13日（日） 14:00～15:30  南保健センター
14日（月） 14:00～15:30  久世中学校（正門）
15日（火） 14:00～15:30  祥豊小学校（正門）

16日（水） 14:00～15:00  元山王小学校（北門）
15:30～16:30  元東和小学校（正門）

あなたの愛犬にも必要です！
登録と狂犬病予防注射

○
第
２
火
曜　

午
前
10
時
〜
11
時

　

京
都
駅
八
条
口
周
辺（
集
合
場
所
：

京
都
駅
八
条
口
ア
バ
ン
テ
ィ
前
）

○
第
３
火
曜　

午
前
10
時
〜
11
時

　

油
小
路
区
域
（
集
合
場
所
：

竹
田
駅
西
口
広
場
・
三
栖
公
園

（
２
か
所
））

※
実
施
日
は
雨
天
等
に
よ
り
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
同
事
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
＝
同
事
業
団
（
☎
231
・
５
３
０
０
）

地
域
の
清
掃
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？ 

地
域
各
所
で
定
例
清
掃
を
実
施
中

南区役所の日曜臨時開所
３月23日、30日、４月６日の日曜日　９時から12時まで

住民票の写し等の取得は、駅の証明書発行コーナーもご利用を
～平日は19時まで、土・日曜日は17時まで開所～

証明書を請求する際には運転免許証などの本人確認書類が必要です。
（印鑑登録証明書の請求の場合は印鑑登録証が必要）

市内の主要な５つの駅にある証明書発行コーナーでは、平日の夜や土曜

日・日曜日でも、住民票の写しや印鑑登録証明書などを取得できます。

なお、転入・転出等の手続きはできませんので、ご注意ください。

開所時間　平日　8:30～19:00、土曜日・日曜日　8:30～17:00　
※祝日、休日、12月29日～１月３日を除く

設置場所　地下鉄四条・竹田・山科・北大路各駅、阪急桂駅
取扱業務　 ①住民票の写し、②住民票記載事項証明書、③印鑑登録証明書、

④税関係証明書
※④は平日17:00以降及び土曜日・日曜日の場合、受付のみ
　を行い、翌開所日以降の発行となります。

※ 右京区に本籍がある方は３月17日から戸籍関係証明書も

　証明書発行コーナーで取得できます。

問＝市・地域自治推進室（☎222-3085）

引越しの多い３月下旬から４月上旬の日曜日に、南区役所を臨時開

所し、転入・転出等の手続きと証明書発行に関する業務を行います。

どうぞご利用ください。

【開所日時】　３月23日、30日、４月６日　いずれも日曜日　9:00～12:00
【受付窓口】　南区役所市民窓口課
※ 久世出張所は開所しません（久世地域の転入・転出や戸籍の届出は
南区役所で受付可、戸籍に関する証明書発行は不可）。

※ 税関係証明書の発行など取り扱えない業務もあります。また、他機関

の閉庁などで対応できない場合もあります。

問＝市民窓口課（☎681-3632）

業　務
転入 ･転出等に伴う
届出・申請

転入・転出・転居届、戸籍（出生・死亡・婚姻届）、
印鑑登録など

証明書発行 住民票の写し、戸籍謄・抄本、印鑑登録証明書など

 ★ ：

※１：

※２：
 

 「届出人（本人）確認書類」と
は、運転免許証やパスポート、
住民基本台帳カード（写真付）
など
 本人が運転免許証等の官公署
発行の本人確認書類（写真付）
を持参した場合は即日登録可
 すでに世帯の中で保険証が発
行されている場合

その他の手続き
○後期高齢者医療
→保険年金課（☎681-3328）
○ 老人医療、ひとり親家庭等
医療、障害者医療、子ども
医療、児童手当
→福祉介護課（☎681-3169）
○ 身体障害者手帳、療育手帳、
特別障害者手当、特別児童
扶養手当

　→支 援 課（☎681-3282）
○児童扶養手当
　→支 援 課（☎681-3281）
○母子健康手帳、精神障害者
　保健福祉手帳
　→健康づくり推進課（☎681-3574）

◆ 引越しに伴う水道の使用開始
又は中止は、１週間前までに
ご連絡を
　問＝上下水道局九条営業所
　　　　　　　（☎682-3910）

種　類 転入元又は
転出先

転　入 転　出
南区の担当課

必要なもの 提出期限 必要なもの 提出期限

転入届・転出届
市外

転出証明書
届出人確認書類（★）
本人・世帯主以外の場合は委任状

転入日
から

14日以内

届出人確認書類（★）
本人・世帯主以外の場合は委任状

転出日
までに

市民窓口課
（☎681-3632）

久世出張所
（☎921-0014）

市内他区 届出人確認書類（★）
本人・世帯主以外の場合は委任状

手続き不要
（新住所地の市民窓口課又は出張所で届出を）

印鑑登録
市外 登録する印鑑、届出人確認書類（★）（※１）

本人以外の場合は委任状 ― 手続き不要
（新住所地の担当課で改めて登録を）

市内他区 手続き不要

国民健康保険
市外 印鑑、保険証（※２）

本人確認書類（★）
転入日
から

14日以内

印鑑、保険証（※２）
本人確認書類（★）

転出日から
14日以内 保険年金課

（☎681-3328）
市内他区 手続き不要（新住所地の保険年金課で届出を）

国民年金
（加入者）

市外 年金手帳 手続き不要（新住所地の担当課で届出を）

保険年金課
（☎681-3357）

市内他区 手続き不要

国民年金
（受給者）

市外・
市内他区

保険年金課で配布している「住所変
更届」を、下京年金事務所へ送付

転入日
から

14日以内

手続き不要（新住所地の担当課で配布している
「住所変更届」を、新住所地の年金事務所へ送付）

介護保険
（65歳以上の方）

市外 印鑑、本人確認書類（★）、要介護
認定を受けている場合は受給資格証明書

印鑑、介護保険被保険者証
各種減額証（お持ちの方）

転出日から
14日以内 福祉介護課

（☎681-3296）
市内他区 印鑑、介護保険被保険者証

各種減額証（お持ちの方） 手続き不要（新住所地の福祉介護課で届出を）

原動機付
自転車など

 市外 印鑑、廃車証明書（再登録用）又は
前市町村交付のナンバープレート ―

印鑑、ナンバープレート
廃車届受理証明書が必要な場合は
本人確認書類（★）

― 市民税課
（☎681-3492）

市内他区 手続き不要

※ 日曜臨時開所
でも手続きが
できます。（右下
の記事を参照）

○南区に転入された方
○南区から転出される方 は、各種手続きをお忘れなく！

京
都
市
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
で
南
区
体
育

振
興
会
が
優
勝
！

２
月
22
日
、
小
学
生
・
家
族
向

け
の
エ
コ
講
座
が
凌
風
小
学
校
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
取
組
は
区
内
の
小
学
生

や
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
環
境
に

関
す
る
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
た

め
に
実
施
。
当
日
は
約
50
名
が
参

加
す
る
中
、「
京
都
の
む
か
し
と

今
、
ご
み
の
行
き
先
と
リ
サ
イ
ク

ル
」
を
テ
ー
マ
に
、
講
師
に
招
か

れ
た
京
都
環
境
事
業
協
同
組
合
の

新
川
理
事
長
に
よ
る
環
境
に
関
す

る
講
演
が
行
わ
れ
、
京
都
の
昔
の

写
真
を
示
し
な
が
ら
、
ご
み
の
収

集
方
法
の
変
化
な
ど
を
説
明
し
、

「
こ
ど
も
達
で
創
る
エ
コ
・

デ
ジ
タ
ル
シ
ア
タ
ー
」

小
学
生
・
家
族
向
け
エ
コ

講
座
を
開
催
し
ま
し
た

【
団
体
：
特
定
非
営
利
活
動

法
人
環
境
ス
マ
イ
ル
】

「
近
所
付
き
合
い
の
復
活

活
動
」
地
域
交
流
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た

【
団
体
：
一
般
社
団
法
人
下
京

西
部
医
師
会
】

家
庭
で
の
ご
み
減
量
の
大
切
さ
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

ま
た
、
環
境
に
関
す
る
ク
イ
ズ

大
会
も
行
わ
れ
、
参
加
し
て
い
た

小
学
２
年
生
の
女
の
子
か
ら
は

「
環
境
に
つ
い
て
よ
く
わ
か
っ
た
。

ご
み
を
減
ら
し
て
い
き
た
い
と
思

う
」
と
の
声
が
あ
り
、
エ
コ
講
座

は
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

み
ん
な
の
生
活
を
福
祉
の
面
か
ら

支
え
る
部
署

そ
の
⑨
【
南
区
役
所
の
仕
事
（
福
祉

部
編
）】　
　

　

今
回
は
南
区
役
所
の
福
祉
部
の

仕
事
に
つ
い
て
お
伝
え
す
る
よ
。

福
祉
部
に
は
福
祉
介
護
課
、
支
援

課
、
保
護
課
、
保
険
年
金
課
が
あ

る
ん
だ
。

　

ま
ず
、
福
祉
介
護
課
は
幅
広
く

福
祉
に
関
す
る
仕
事
を
し
て
い
る

部
署
で
、
福
祉
医
療
（
老
人
医
療

費
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
、

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
、
子
ど

も
医
療
費
）
や
敬
老
乗
車
証
に
関

す
る
事
務
、
介
護
保
険
の
資
格
認

定
や
保
険
料
の
賦
課
・
徴
収
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
行
っ
て
い
る

ん
だ
よ
。

　

次
に
、
支
援
課
は
お
年
寄
り
、

子
ど
も
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
方
、

身
体
・
知
的
障
害
の
あ
る
方
が
、

い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
よ
う
支

援
す
る
仕
事
を
し
て
い
て
、
児
童

扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
な

ど
の
資
格
認
定
や
子
育
て
の
相
談
・

支
援
の
拠
点
で
あ
る
「
子
ど
も

支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
運
営
な
ど
も

行
っ
て
い
る
ん
だ
。

　

保
護
課
は
金
銭
的
に
生
活
に

困
っ
て
お
ら
れ
る
世
帯
を
生
活
保

護
法
に
基
づ
い
て
支
援
す
る
仕
事

を
し
て
い
る
ん
だ
よ
。

　

最
後
に
、
保
険
年
金
課
は
み
ん

な
が
ケ
ガ
を
し
た
り
病
気
に
な
っ

た
と
き
の
保
険
の
給
付
や
、
将
来

の
生
活
の
た
め
に
大
切
な
年
金
に

関
す
る
仕
事
を
し
て
い
て
、
国
民

健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療
は

資
格
認
定
や
保
険
料
の
賦
課
・

徴
収
な
ど
、
国
民
年
金
は
届
出
の

受
付
な
ど
を
行
っ
て
い
る
ん
だ
。

ナ
ン
ナ
ン
の
こ
れ
っ
て

ど
ん
な
ん
？

食育セミナーでの調理実習の様子

南区子ども書道展の様子

かえっこバザールの様子

団体優勝された唐橋体振の皆さん

優勝された南区体振の
出場者の皆さん

災害から地域を守る消防団員の皆さん（九条分団）

エコ講座の様子

地域交流セミナーの様子福祉介護課の窓口の様子


